
16 農業農村整備事業（公共）
【３７９，３３７（３０８，４０４）百万円】

対策のポイント
農業の競争力強化のための農地の大区画化や汎用化・畑地化、新たな農業

水利システムの構築、国土強靱化のための農業水利施設の長寿命化・耐震化
対策、ため池の管理体制の強化等を推進します。

＜背景／課題＞
・農業の競争力強化を図るためには、担い手への農地の集積・集約化に向け、農地中間
管理機構とも連携した農地の大区画化・汎用化や、水管理の省力化等を実現する新た
な農業水利システムの構築等を推進する必要があります。

・米中心の営農体系から野菜等の高収益作物を中心とした営農体系への転換など、農業
者の自立的な経営判断に基づく生産を促し、産地収益力を向上させるため、水田の排
水対策による畑地化や水路のパイプライン化等を推進する必要があります。

・全国の基幹的な農業水利施設の約２割が既に耐用年数を超過していることを踏まえ、
基幹的な農業水利施設の老朽化への対策を講ずる必要があります。

・地震・豪雨等の自然災害の激甚化を踏まえ、農業水利施設等の耐震化や洪水被害防止
対策を通じた農村地域の防災・減災対策を講ずる必要があります。

政策目標
○担い手が利用する面積が今後10年間（平成35年度まで）で全農地面積の８割
となるよう農地集積を推進
○基盤整備完了区域（水田）における作付面積（主食用米を除く）に占める
高収益作物の割合
（約２割（平成27年度）→ 約３割以上（平成32年度））
○基幹的農業水利施設の機能保全計画の策定率
（約６割（平成27年度）→ 10割（平成32年度））
○ハザードマップ等ソフト対策を実施した防災重点ため池の割合
（約５割（平成27年度）→ 10割（平成32年度））

＜主な内容＞
１．担い手が活躍する強い農業基盤づくり（農業競争力強化対策）

１３２，８４９（１０３，３９５）百万円
担い手への農地集積や農業の高付加価値化を図るため、農地中間管理機構との連

携等により、農地の大区画化・汎用化や畑地化・畑地かんがい施設の整備等を実施
します。また、パイプライン化やＩＣＴ等の導入により、新たな農業水利システム
を構築し、担い手の多様な水利用や水管理の省力化を推進します。

２．老朽化した農業水利施設の長寿命化（国土強靱化対策）
１４７，４４９（１２５，３７７）百万円

老朽化した農業水利施設について、点検・診断に基づき、補修・更新等を適時・
的確に実施します。

３．安全・安心のための農村地域の防災・減災（国土強靱化対策）
９９，０３９（７９，６３２）百万円

基幹的な農業水利施設やため池等の耐震対策、集中豪雨による農村地域の洪水被
害防止対策等を実施します。

国費率、補助率：２／３、１／２等
事業実施主体：国、都道府県等

［お問い合わせ先：農村振興局設計課 （０３－３５０２－８６９５）］

［平成30年度予算概算要求の概要］



○ 基幹的な農業水利施設等の耐震化、ため池のハザードマップ作成や管理体制
の強化、農村地域の洪水被害防止対策等を推進。

○ 老朽化した農業水利施設の点検・診断の結果をデータベース化し、補修・更新
等を適時・的確に実施するとともに、突発事故の迅速な復旧や管理体制の整備を
推進。

農業農村整備事業

農地整備を通じた農地集積・集約化の例

○ 大区画化や汎用化・畑地化等の基盤整備を実施し、農地中間管理機構とも連携
した担い手への農地集積・集約化や農業の高付加価値化を推進。

１．担い手が活躍する強い農業基盤づくり（農業競争力強化対策） ２．老朽化した農業水利施設の長寿命化（国土強靱化対策）

○ パイプライン化やＩＣＴの導入等により、新たな農業水利システムを構築し、
担い手の多様な水利用や水管理の省力化を推進。

水管理のＩＣＴ化

ICT化により、供給
システムを効率化し
担い手の水需要に
きめ細かく対応

土地改良区による管理 大規模・少数の
担い手農家による管理

自動ゲート化

新たな農業水利システム（イメージ）

中央管理所

分水施設

農家数 戸当たり規模

３６３戸 ０．６ｈａ／戸

：集落営農参加合意者

：自家消費希望者

計画現況

取水施設

パイプライン化や自動
給水栓の導入によって
多様な水利用に対応

水位･水温の確認
用排水の遠隔操作

面的集積

田
大豆

麦

平成30年度予算概算要求額： 379,337百万円
（平成29年度予算額： 308,404百万円）

農業水利施設の補修・更新等

点検・診断結果のデータベース化・可視化
（イメージ）

水利施設の経年的
な劣化により、

突発事故が多発。

突発事故の際の、
迅速な復旧を推進。

パイプラインの破裂

水路の機能診断 補修

３．安全・安心のための農村地域の防災・減災（国土強靱化対策）

大区画化の例

タマネギ水稲

暗渠排水の整備により排水が良好となり、水田で
タマネギを作付け

全体
18.0兆円

既に標準耐用年数
を超過した施設

4.0兆円 （全体の22％）

さらに今後10年のうちに
標準耐用年数を超過
する施設を加えると

6.6兆円 （全体の37％）

調整施設

自動給水栓

汎用化の例

基幹的水利施設の老朽化状況(H26)

事業実施前 事業実施後

管理体制の整備

施設管理の現地指導

水路のﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ化

ICTの導入により、
遠隔地からの管理
を可能にすること
で水管理を省力化

洪水被害防止対策ため池の整備施設の耐震化

ポンプ羽根車の設置

小学校
幹線道

改修前の堤体

改修後の堤体

耐震化前の頭首工堰柱

耐震化後の頭首工堰柱

ハザードマップの事例

【132,849（103,395）百万円】

【99,039（79,632）百万円】

【147,449（125,377）百万円】
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